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【公表番号】特表2018-532497(P2018-532497A)
【公表日】平成30年11月8日(2018.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-043
【出願番号】特願2018-519816(P2018-519816)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  17/32     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  17/3205   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   17/32     ５１０　
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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月19日(2019.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織切除デバイスであって、
　中心軸、遠位端、および外側表面を有する、伸長シャフトと、
　前記シャフトの遠位端上のオフセット筐体であって、前記オフセット筐体は、組織受容
窓を有し、前記組織受容窓は、前記シャフトの外側表面から半径方向外向きにオフセット
される、オフセット筐体と、
　前記窓を横断して前後に移動し、前記窓の中に延在する組織を切除するように構成され
る、可動電極と
　を備える、組織切除デバイス。
【請求項２】
　前記可動電極は、前記窓を横断して側方に発振するように適合される、請求項１に記載
の組織切除デバイス。
【請求項３】
　前記可動電極に結合され、１Ｈｚ～５０Ｈｚに及ぶレートで、前記可動電極を前記窓を
横断して側方に発振する、モータをさらに備える、請求項２に記載の組織切除デバイス。
【請求項４】
　前記シャフトを通して前記窓と連通する、負圧源をさらに備える、請求項３に記載の組
織切除デバイス。
【請求項５】
　前記電極に結合される電源、前記可動電極に結合されるモータ、および前記負圧源のう
ちの少なくとも１つを制御するように適合される、コントローラをさらに備える、請求項
４に記載の組織切除デバイス。
【請求項６】
　前記コントローラはさらに、流体源から切除部位への流体流入を制御するように適合さ
れる、請求項５に記載の組織切除デバイス。
【請求項７】
　前記窓は、少なくとも２ｍｍだけ、前記外側シャフト表面から外向きにオフセットされ
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る、請求項１～６のいずれかに記載の組織切除デバイス。
【請求項８】
　前記窓は、少なくとも４ｍｍだけ、前記外側シャフト表面から外向きにオフセットされ
る、請求項７に記載の組織切除デバイス。
【請求項９】
　前記窓は、２ｍｍ～１２ｍｍだけ、前記外側シャフト表面から外向きにオフセットされ
る、請求項７に記載の組織切除デバイス。
【請求項１０】
　前記筐体は、前記中心軸に対して非対称的に位置付けられる、請求項１～９のいずれか
に記載の組織切除デバイス。
【請求項１１】
　前記非対称筐体は、前記中心軸に対してＬ－形状を有する、請求項１０に記載の組織切
除デバイス。
【請求項１２】
　前記非対称筐体内の窓は、前記中心軸と平行に整列され、前記シャフトの外側表面から
半径方向外向きに延在する、請求項１０に記載の組織切除デバイス。
【請求項１３】
　前記電極は、前記窓を横断して側方に移動するように適合される、請求項１０に記載の
組織切除デバイス。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　具体的実施形態では、組織切除デバイスはさらに、可動電極に結合され、可動電極を窓
を横断して発振させる、モータを備える。モータは、１Ｈｚ～５０Ｈｚに及ぶレートで、
可動電極を発振させるように構成されてもよい。窓の外面は、典型的には、側方に弧状に
延在し、電極部分は、外面にわたって弧状に移動する。窓は、２ｍｍ～２０ｍｍに及ぶ軸
方向寸法および２ｍｍ～１０ｍｍに及ぶ側方寸法を伴う、長方形平面形状を有してもよい
。電極は、典型的には、窓の外面を横断して掃引されるとき、窓の側方縁を越えて移動す
るように構成される。代替として、窓は、そのストロークの終了時に電極を受容するため
の段部を伴う、少なくとも２つの側面を有してもよい。窓は、好ましくは、シャフトの外
側表面から外向きにオフセットされる、筐体部分内にある。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　組織切除デバイスであって、
　中心軸、遠位端、および外側表面を有する、伸長シャフトと、
　前記シャフトの遠位端上のオフセット筐体であって、前記オフセット筐体は、組織受容
窓を有し、前記組織受容窓は、前記シャフトの外側表面から半径方向外向きにオフセット
する、オフセット筐体と、
　前記窓を横断して前後に移動し、前記窓の中に延在する組織を切除するように構成され
る、可動電極と、
　を備える、組織切除デバイス。
（項目２）
　前記可動電極は、前記窓を横断して側方に発振するように適合される、項目１に記載の
組織切除デバイス。
（項目３）
　前記可動電極に結合され、１Ｈｚ～５０Ｈｚに及ぶレートで、前記可動電極を前記窓を
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横断して側方に発振する、モータをさらに備える、項目２に記載の組織切除デバイス。
（項目４）
　前記シャフトを通して前記窓と連通する、負圧源をさらに備える、項目３に記載の組織
切除デバイス。
（項目５）
　前記電極に結合される電源、前記可動電極に結合されるモータ、および前記負圧源のう
ちの少なくとも１つを制御するように適合される、コントローラをさらに備える、項目４
に記載の組織切除デバイス。
（項目６）
　前記コントローラはさらに、流体源から切除部位への流体流入を制御するように適合さ
れる、項目５に記載の組織切除デバイス。
（項目７）
　前記窓は、少なくとも２ｍｍだけ、前記外側シャフト表面から外向きにオフセットされ
る、項目１に記載の組織切除デバイス。
（項目８）
　前記窓は、少なくとも４ｍｍだけ、前記外側シャフト表面から外向きにオフセットされ
る、項目１に記載の組織切除デバイス。
（項目９）
　前記窓は、２ｍｍ～１２ｍｍだけ、前記外側シャフト表面から外向きにオフセットされ
る、項目１に記載の組織切除デバイス。
（項目１０）
　組織切除デバイスであって、
　中心軸を中心として延在する、伸長シャフトと、
　前記シャフトの遠位端に取り付けられる、筐体であって、前記筐体は、前記中心軸に対
して非対称的に位置付けられる、筐体と、
　前記筐体内の組織受容窓を横断して前後ストロークで移動し、組織を切除するように構
成される、可動電極と、
　を備える、組織切除デバイス。
（項目１１）
　前記非対称筐体は、前記中心軸に対してＬ－形状を有する、項目１０に記載の組織切除
デバイス。
（項目１２）
　前記非対称筐体内の窓は、前記中心軸と平行に整列され、前記シャフトの外側表面から
半径方向外向きに延在する、項目１０に記載の組織切除デバイス。
（項目１３）
　前記電極は、前記窓を横断して側方に移動するように適合される、項目１０に記載の組
織切除デバイス。
（項目１４）
　前記電極は、前記窓を横断して軸方向に移動するように適合される、項目１０に記載の
組織切除デバイス。
（項目１５）
　前記可動電極に結合され、前記可動電極を前記窓を横断して発振させる、モータをさら
に備える、項目１０に記載の組織切除デバイス。
（項目１６）
　前記モータは、１Ｈｚ～５０Ｈｚに及ぶレートで、前記可動電極を発振させるように構
成される、項目１０に記載の組織切除デバイス。
（項目１７）
　前記電極は、弧状に移動する、項目１０に記載の組織切除デバイス。
（項目１８）
　前記窓の表面は、弧形状を有する、項目１０に記載の組織切除デバイス。
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（項目１９）
　前記窓は、長方形形状を有する、項目１０に記載の組織切除デバイス。
（項目２０）
　前記窓は、２ｍｍ～２０ｍｍに及ぶ軸方向寸法を有する、項目１０に記載の組織切除デ
バイス。
（項目２１）
　前記窓は、２ｍｍ～１０ｍｍに及ぶ側方寸法を有する、項目１０に記載の組織切除デバ
イス。
（項目２２）
　前記窓は、離間縁を有し、前記電極は、前記縁を越えて移動するように構成される、項
目１０に記載の組織切除デバイス。
（項目２３）
　前記窓は、そのストロークの終了時に前記電極を受容するための段部を伴う、少なくと
も２つの側面を有する、項目１０に記載の組織切除デバイス。
（項目２４）
　組織切除デバイスであって、
　円筒形封入体内に延在する、伸長シャフトと、
　組織受容窓を有する、オフセット筐体に結合される、前記シャフトの遠位端であって、
前記窓は、前記円筒形封入体から半径方向外向きに離間され、前記円筒形封入体と略平行
に配向される、表面を有する、遠位端と、
　窓表面にわたって移動し、前記窓を通して受容された組織を切除するように構成される
、可動電極と、
　を備える、組織切除デバイス。
（項目２５）
　前記可動電極に結合され、前記可動電極を前記窓を横断して発振させる、モータをさら
に備える、項目２４に記載の組織切除デバイス。
（項目２６）
　前記モータは、１Ｈｚ～５０Ｈｚに及ぶレートで、前記可動電極を発振させるように構
成される、項目２５に記載の組織切除デバイス。
（項目２７）
　前記窓は、少なくとも２ｍｍだけ、前記外側シャフト表面から半径方向外向きにオフセ
ットされる、項目２４に記載の組織切除デバイス。
（項目２８）
　前記窓は、少なくとも４ｍｍだけ、前記円筒形封入体から半径方向外向きにオフセット
される、項目１に記載の組織切除デバイス。
（項目２９）
　前記窓は、２ｍｍ～１２ｍｍの範囲内の距離だけ、前記円筒形封入体から半径方向外向
きにオフセットされる、項目１に記載の組織切除デバイス。
（項目３０）
　組織切除デバイスであって、
　組織受容窓を有する、作業端まで延在する、伸長シャフトであって、前記伸長シャフト
は、外側表面を有し、前記窓は、前記伸長シャフトの外側表面から半径方向外向きにオフ
セットされる、外面を有する、伸長シャフトと、
　前記窓の外面を横断して掃引するように構成される、可動電極と、
　を備える、組織切除デバイス。
（項目３１）
　前記可動電極に結合され、前記可動電極を前記窓を横断して側方に発振させる、モータ
をさらに備える、項目３０に記載の組織切除デバイス。
（項目３２）
　前記モータは、１Ｈｚ～５０Ｈｚに及ぶレートで、前記可動電極を前記窓を横断して側
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方に発振させるように構成される、項目３０に記載の組織切除デバイス。
（項目３３）
　前記窓の外面は、側方に弧状に延在する、項目３２に記載の組織切除デバイス。
（項目３４）
　前記電極部分は、前記外面にわたって弧状に移動する、項目３３に記載の組織切除デバ
イス。
（項目３５）
　前記窓は、長方形平面形状を有する、項目３０に記載の組織切除デバイス。
（項目３６）
　前記窓は、２ｍｍ～２０ｍｍに及ぶ軸方向寸法を有する、項目３５に記載の組織切除デ
バイス。
（項目３７）
　前記窓は、２ｍｍ～１０ｍｍに及ぶ側方寸法を有する、項目３６に記載の組織切除デバ
イス。
（項目３８）
　前記電極は、前記窓の外面を横断して掃引されるとき、前記窓の側方縁を越えて移動す
るように構成される、項目３０に記載の組織切除デバイス。
（項目３９）
　前記窓は、そのストロークの終了時に前記電極を受容するための段部を伴う、少なくと
も２つの側面を有する、項目３０に記載の組織切除デバイス。
（項目４０）
　前記窓は、前記シャフトの外側表面から外向きにオフセットされる、筐体部分内にある
、項目３０に記載の組織切除デバイス。
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本发明是，例如，在经尿道切除前列腺组织的治疗良性前列腺肥大，涉
及设备和用于消融和从患者身体的内部去除组织的方法。组织消融装置
具有中心轴线，远端，一个外表面，包括延伸轴。偏置壳体安装在轴的
远侧并具有组织接收窗口。组织接收窗口从轴的外表面径向向外偏移，
并且可移动电极配置成在窗口上来回移动以消融延伸到窗口中的组织。
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